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頁  （旧） （新） 

趣
旨 

新潟地域合併建設計画は，「政令指定都市の実現を目指す決議」を尊
重し，新市の将来における政令指定都市の実現を見据え，合併する新
潟市と新津市・白根市・豊栄市・小須戸町・横越町・亀田町・西川町・
味方村・潟東村・月潟村・中之口村（以下「１２市町村」という。）の
有する，それぞれの総合計画等を継承するとともに，・・・・ 
 
 

新潟地域合併建設計画は，「政令指定都市の実現を目指す決議」を尊
重し，新市の将来における政令指定都市の実現を見据え，合併する新
潟市と新津市・白根市・豊栄市・小須戸町・横越町・亀田町・岩室村・
西川町・味方村・潟東村・月潟村・中之口村（以下「１３市町村」と
いう。）の有する，それぞれの総合計画などを継承するとともに，・・ 
 
 

 １ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

位
置
及
び
地
勢 

新市は，日本海側のほぼ中央部に位置し，日本を代表する大河であ
る信濃川，阿賀野川の二大河川の最下流域にあります。 
水田に代表される広大な農地，中小の河川，福島潟・鳥屋野潟・佐
潟などの水辺，長く続く海岸線に白い砂浜と青い松林，緑多い里山な
どの豊かな自然環境に恵まれています。 
また，新潟県の県庁所在地として政治・経済・文化の中心地であり，
高速道路，新幹線，航路・航空路等交通の結節点となっています。 
 
 

新市は，日本海側のほぼ中央部に位置し，日本を代表する大河であ
る信濃川，阿賀野川の二大河川の最下流域にあります。 
水田に代表される広大な農地，中小の河川，福島潟・鳥屋野潟・佐
潟などの水辺，佐渡・弥彦・米山国定公園に指定されている山と海，
緑多い里山などの豊かな自然環境に恵まれています。 
また，新潟県の県庁所在地として政治・経済・文化の中心地であり，
高速道路，新幹線，航路・航空路など交通の結節点となっています。 
 
 

４ 新
市
の
特
徴 

⑦全国に誇る新潟まつりや白根大凧合戦，月潟の角兵衛獅子をはじめ
とする多彩なまつりのほか，越後千町歩地主「伊藤家」の豪壮な館に
美術品・民芸品・考古資料を多彩に展示している「北方文化博物館」，
徳川時代の面影を映す大庄屋の遺構である重要文化財「笹川邸」，県立
植物園などの文化施設，花きの大規模販売施設や観光果樹園などの産
業観光，年間２００万人もの競馬ファンを集める日本海側唯一のＪＲ
Ａ新潟競馬場など，豊富な観光名所を有します。 
 
 
 

⑦全国に誇る新潟まつりや白根大凧合戦，月潟の角兵衛獅子をはじめ
とする多彩なまつりのほか，越後千町歩地主「伊藤家」の豪壮な館に
美術品・民芸品・考古資料を多彩に展示している「北方文化博物館」，
徳川時代の面影を映す大庄屋の遺構である重要文化財「笹川邸」，県立
植物園などの文化施設，花きの大規模販売施設や観光果樹園などの産
業観光，年間２００万人もの競馬ファンを集める日本海側唯一のＪＲ
Ａ新潟競馬場，古くから北陸街道の宿場街として栄え，今も新潟の奥
座敷と呼ばれ，県内外の観光客で賑わう「岩室温泉」など，豊富な観
光名所を有します。 
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政令指定都市移行前までは，支所などの機能を十分活用するととも
に，地域の伝統や文化などを尊重し，従来の地域独自の施策を継続し
て展開します。 
 
 
 
 

政令指定都市移行前までは，将来の政令指定都市実現を見据える中
で，支所の管理部門のスリム化などを図りながらも，住民ニーズに柔
軟に対応できる組織体制とし，支所に一定の権限を付与します。また，
地域の伝統や文化などを尊重し，従来の地域独自の施策を継続して展
開します。 
 

新市は，市民一人ひとりの思いを受けとめ，市民が主人公として発
展するまちを目指します。 
 
 

新市は，この合併及び政令指定都市移行を契機として，企画立案能
力を備えた職員の養成に，より一層努めるとともに，簡素で効率的な
組織の再編，行政評価などを活用した事務事業の再点検，民間活力・
民間能力を活用した行政運営の推進やコスト意識の徹底，補助金の見
直し，人事評価制度の構築などの不断の行財政改革を進めることによ
り，高度化・多様化した市民の思いを受けとめる体制づくりを図り，
市民一人ひとりが主人公として発展するまちを目指します。 
 
 

１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
受
け
と
め
る
ま
ち 

（なお，地域審議会の設置が決定された場合には，この組織を活用す
ることで，旧市町村の住民の意向が反映されることになりますし，政
令指定都市実現の後には，地域審議会の統合や，それを発展させた付
属機関を設けるなど，住民が区政に参加しやすい仕組みを作ります。）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また，旧市町村に設置される地域審議会を活用することで，旧市町
村の住民の意向をまちづくりに反映させるとともに，政令指定都市実
現の後には，地域審議会を発展させた附属機関を設けるなど，住民が
区政に参加しやすい仕組みを作ります。 
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１６ 
 

交
通
体
系 
 

 なお，政令指定都市移行後，管理が移管される国県道のうち，以下の
事業については，政令指定都市移行に伴って行う見直しにあたって優先
的に検討します。 
 

１７ 
 
 

交
通
体
系 
 

【主要事業】 
施 策 名 事 業 名 

幹 線 道 路 整 備 事 業 

『放射状道路』 
味方・月潟・中之口広域５号線整備事業，新幹線側道整備
事業，高山インター南線整備事業 
『環状道路』 
新潟大外環状道路整備事業，塩俵橋及び中塩俵国道線整備
事業 
『生活関連道路』 
高井橋整備事業，競馬場島見町線整備事業，競馬場濁川線
整備事業，横越６３０号線整備事業，亀田２２２号線整備
事業，六分横戸線整備事業，月潟大別当線整備事業 

県 道 整 備 事 業 

『主要地方道』 
『一般県道』 
『都市計画道路』 
『その他』 

 

 

 

 

一般県道黒埼新飯田線・新飯田橋，都市計画道路横越新潟線，
主要地方道新潟亀田内野線，主要地方道白根西川巻線・鎧湖
橋，一般県道五千石巻新潟線（天竺堂地内），（仮称）阿賀バ
イパス，国道４６０号・富月橋歩道橋 

【主要事業】 

施 策 名 事 業 名 

『市整備事業』 
・放射状道路 
味方・月潟・中之口広域５号線整備事業，新幹線側道整

備事業，高山インター南線整備事業 
・環状道路 
新潟大外環状道路整備事業，塩俵橋及び中塩俵国道線整

備事業 
・生活関連道路 
高井橋整備事業，競馬場島見町線整備事業，競馬場濁川

線整備事業，横越６３０号線整備事業，亀田２２２号線

整備事業，六分横戸線整備事業，月潟大別当線整備事業 

幹 線 道 路 整 備 事 業
『県整備事業』 
・県管理国道 
国道１１３号，国道４０３号，国道４６０号 
・新潟大外環状道路 
・主要地方道 
新潟大外環状線・大郷橋，白根安田線，白根西川巻線，

白根西川巻線・六分バイパス，新潟寺泊線・岩室バイパ

ス，新潟燕線，長岡栃尾巻線，長岡栃尾巻線・清水交差

点，長岡栃尾巻線・両郡橋，新潟小須戸三条線 
・一般県道 
黒埼新飯田線，白根亀田線，五千石巻新潟線・矢島踏切 
・都市計画道路 
矢代田停車場線 
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２４ 防
災
・
消
防
・
防
犯 
 
 

 
【主要事業】 

施 策 名 事 業 名 

防 災 対 策 の 推 進 
防災気象情報システム整備事業 
防災行政無線整備事業 

消防体制の強化・充実 高機能消防指令センター総合整備事業 
 

 
 
 
 
 
 
 

【主要事業】 
施 策 名 事 業 名 

防 災 対 策 の 推 進 

防災気象情報システム整備事業 
防災行政無線整備事業 
公共下水道整備事業（雨水） 
雨水排水緊急対策事業 

消防体制の強化・充実 高機能消防指令センター総合整備事業 

河 川 改 修 の 促 進 

一級河川東大通川河川改修事業 
一級河川覚路津大通川河川改修事業 
一級河川能代川河川改修事業 
福島潟周辺治水対策及び新井郷川現川等整備事業 
一級河川中ノ口川広域河川改修事業 

 

３０ 行
財
政
改
革 

組織管理・人事管理・事務管理の一層の適正化を図り，柔軟な行政
運営に努めるとともに，都市経営の考えに立った効率的で総合的なま
ちづくりを推進します。 
また，２１世紀にふさわしい国と地方の役割を再構築し，権限の委
譲と地方財政制度の確立などにより，住民の視点に立ち，地域の実情
に応じたまちづくりを進めるため，全国市長会など関係団体とも連携
を図りながら，地方分権を推進します。 
さらに，安定した財政基盤の確立を図るとともに，限られた財源の
重点的・効果的な活用と，事務の合理化・高度化による支出の効率化
を図り，弾力的で健全な財政の確保に努めます。 
 
 
 
 
 
 

機構・組織，人事管理，事務管理の一層の適正化や財政の一層の健
全化を図り，柔軟な行財政運営に努めるとともに，都市経営の考えに
立った効率的で総合的なまちづくりを推進します。 
簡素で効率的な組織の再編，行政評価などを活用した事務事業の再
点検，民間活力・民間能力を活用した行政運営の推進やコスト意識の
徹底，補助金の見直し，人事評価制度の構築などの不断の行財政改革
を進めることにより，高度化・多様化した市民の思いを受けとめる体
制づくりを進め，市民一人ひとりが主人公として発展するまちを目指
します。 
また，２１世紀にふさわしい国と地方の役割を再構築し，権限の委
譲と地方財政制度の確立などにより，市民の視点に立ち，地域の実情
に応じたまちづくりを進めるため，全国市長会など関係団体とも連携
を図りながら，地方分権を推進します。 
 
 
 

 


